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暇なイメージの養護教諭

私は養護教諭として中高一貫の

男子校で働いています。いわゆる

保健室の先生です。今年で 15年

目になります。生徒からは「暇で

いいね。これで他の先生と同じだ

けお給料もらえるんでしょ」とよ

く言われます。

保健室の先生は暇なイメージが

ありますが，実はいろいろと忙し

いのです。けがや病気への対応は

もちろん，相談活動や事務仕事も

あります。忙しいときには昼食を

とることも，トイレに行くことも

できないことがありますし，事務

仕事を家に持ち帰ることもありま

す。「私もいろいろと忙しいの

よ！」と言いたくなることもあり

ますが，私はこの生徒たちの言葉

を最高のほめ言葉として受け取っ

ています。ある研修会に参加した

際，講師をされていた臨床心理士

の方に「忙しそうな人には相談し

にくい。暇そうな人でないとゆっ

くり話を聴いてもらえないと感じ

る」と教えていただきました。暇

だと言われる私は，人の話を聴く

ことのできる場を提供することが

できているのかもしれないと，勝

手に思っています。

心理学を学ぼうと思ったきっかけ

養護教諭として生徒や保護者と

かかわっていくうちに，心理学を学

ぶ必要を感じはじめました。心理

学の知識や技術を身につければき

ちんとした対応ができるのではな

はとてもうれしかったです。大学

の卒業証書よりもうれしかったか

もしれません。直接この資格が役

に立っているわけではありません

が，以前よりも自信をもって仕事

ができるようになりました。もち

ろん，迷ったり不安になったりす

ることは多々あります。しかし心

理学を学んだことは仕事だけでな

く，私生活においても大きな支え

になっています。

認定心理士は「心理学の専門家

として仕事をするために必要な，

最小限の標準的基礎学力と技能を

修得している」と，日本心理学会

が認定する資格です。養護教諭と

して働く私にとっては現在のとこ

ろこの資格で十分かもしれません

が，将来それだけでは太刀打ちで

きない日がやってくるかもしれま

せん。そのときには，またしっか

りと心理学を学ぼうと思います。

それまではカウンセリングを学ん

だり，さまざまな研修会に参加し

たりしながら，心理学にかかわっ

てゆきたいと考えています。

いかと思ったからです。

しかしまだそのころは

「機会があれば」とい

う程度の思いでした。

そんな私の思いを変

えたのは，アスペルガ

ーの生徒との出会いで

した。当時初めて聞く

名前と，彼の行動や思

考に戸惑いました。彼

の困っていることや納

得できないことについていっしょ

に話し合い，解決策を考えていき

ました。手探り状態で試行錯誤し

ているうちに 6 年が経ち，彼は

卒業しました。この 6 年間で彼

とのラポールは築けたのではない

かと思いますが，対応はこれでよ

かったのかと後悔が残りました。

やはりきちんと心理学を学び，知

識と技術を身につけなければいけ

ないと強く感じました。

しかし，いざ心理学の勉強をは

じめようと思ってもどうすればよ

いのかわかりませんでした。大学

に行くといっても仕事がありま

す。仕事をしながら勉強するため

の方法を模索していたところ，武

蔵野女子大学（現・武蔵野大学）

で通信制がはじまるということで

資料を取り寄せ，入学しました。

3年生に編入し 2年間で卒業する

はずだったのですが，留年・休学

で 4年かかってしまいました。

認定心理士の資格をいただいて

認定心理士証が家に届いたとき

認定心理士コーナー

養護教諭として心理学を学んで

浅野中学・高等学校養護教諭

樋口純枝（ひぐち　すみえ）

Profile―樋口純枝
1996 年，千葉大学教育学部養護
教諭養成課程卒業。同年から現職。
2002 年，武蔵野女子大学通信教
育部人間関係学部に入学し，心理
学を専攻。2006 年，同大学を卒
業し，認定心理士取得。

保健室にて




